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　商売繁盛という言葉はよく耳にするかと思いますが、人生繁盛なんて聞いたことが
ない、そう思ったのではないでしょうか。そうなんです、この「人生繁盛」は私の造語
です。 
　商売ばかり繁盛したって、人様に嫌われたんじゃ、人生なにも楽しくないじゃないで
すか。商売も繁盛するけど、やはり人として好かれてこそ、毎日が楽しいはずです。き
ちんと働いて、しっかり儲けて、たくさんの友だちがいる人生。それを勝手に「人生繁
盛」と名付けたんです。 
　まずは、「出し入れの法則」からお話したいと思います。 
　電車もエレベーターも降りる人が先になります。そうしないと乗る人が入れなからで
す。ドアの上には「出入口」と書かれています。やはり、出てから入ってくださいって
ことです。 
　つまり世の摂理は、いつだって「出すのが先」ってことなんです。 
　例えば人の悪口を言うと、自分も悪口を言われます。文句を言うと文句を言われるん
です。したことはされるものなんです。 
　人を褒めると人から褒められます。優しくすると優しくされます。親切にすると親切
にされます。笑顔を向けると笑顔が返ってきます。 
　すべて自分が先に「なにかをすること」から始まるのが世の摂理なんです。 
　お金も同じで、喜んで支払うと、喜んで入ってきます。支払いを渋ると、入金も滞り
ます。 
　一生懸命仕事をして、喜んでもらおうと納品しても、あーだこーだ言われて支払いも
削られてしまうと、その取引先に足が向かなくなるものです。 
　一生懸命仕事をして納品したら、とても喜んでくださって、翌日には早速代金まで振
り込んで下さると、もっといい仕事をしようと足しげくその取引先に通い出します。 
　人が周りにたくさん集まる人と、人がどんどん離れていく人の違いは、「出し入れの
法則」に従うか逆らうかの違いなんです。 
　まず、出すのが先。 
　次に「なに」を出すか。 
　文句ではなく感謝、そして愚痴ではなくやはり感謝。 
　すると人様は喜んで集まってきてくれるものです。 
　そして商売も同様で、請求書ばかり一生懸命作成するんじゃなく、少しでも早く支払
うことに集中してください。金離れのいい人のそばに、仕事も人も、そしてそんな人の
文句を誰が言います？ 
　「出すのが先。出せば入る、なにもかも」です。お酒や食事も、どんどん奢ってあげ
ましょう。当たり前ですが、そういう人にはわんさか人が集まってきます。 
　そして、その人たちの中に、ちゃんと「道理」をわきまえて、「次は自分が出します」
と言う将来の仲間が混ざっているものです。



　私自身の人生を振り返って、この人生繁盛のコツ①・②はとても納得します。 
　なかでも、いつも心掛けているつもりでも、なかなか難しい事が「先に誉める」という
行動。「誉める」という字は「光」の「言」葉と書きます。 
　誰でも人から誉められると幸せな気分になります。 
　その「誉める」という行動でも最高の幸せエネルギーを発するのが「陰誉め」です。ま
さに「陰口」の逆です。 
　例えば「井戸端会議」や「飲み会」などで、その場にいない人の事を誉めたり～感謝す
る言葉を発する事です。 
　それを繰り返していると、「○○さんがこないだあなたの事を誉めていたよ！感謝して
いると言っていたよ！！」という話をその「陰誉め」された人が耳にして、嬉しく、幸せ
な気持ちになると共に、その方と会った時などはきっと、それまで以上に親しみが倍増し
た笑顔の対面となる事間違いなしです。 
　私は自分でこれを「陰誉め幸福法（健康法）」と名付けてお勧めしています。 
これはしっかり意識さえしていれば、いつでも実行できるし、一番効果～効力のある幸福
論（健康法）だと確信しています。 
　「陰誉め幸福論」（健康法）、是非お試しください！！ 
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　ある起業家の実話だそうです。 
　その方3店舗の飲食店の経営をしていましたが、一生懸命働いているにもかかわらず、毎月150
万円前後の赤字が続いていたのだそう。打開策が見えない。 
　そんなある日、やっと片言でちょっと話すようになった子どもが、何かを自分に告げようとし
ています。でも何を言っているのかよく分かりません。よくよく聞いてみると… 
「にほんいちのぱぱ」　 
思わず涙がこぼれそうです。なんと自分は情けない人間なんだろうと。日本一のパパ。その子ど
もの言葉に素直にうなずけない自分が悔しい。 
　それから彼は一念発起し、なんと、料理の味まですべてを改善しようと全力で取り組み始めま
す。 
　研究に研究を重ねた料理が次第にお客様に喜ばれるようになり、結果２年後には25店舗にまで
店舗数が拡大したのだそう。 
　「にほんいちのぱぱ」　この８文字の言葉が彼の人生を変えたのです。 
　ところで、なぜ、そんな小さい子どもが「にほんいちのぱぱ」という言葉を知っていたのか。
それは… 
　彼の奥さんが、普段から子どもに語りかけていた言葉だったからです。 
　「あなたのパパは日本一のパパよ」
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